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広報�

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ 

ー
ト
事
業
と
は

　市と市社会福祉協議会では、「子育てを手助けしてほしい人」
と「子育てを手助けしたい人」を引き合わせ、子育ての相互援
助活動を応援する「ファミリーサポート事業」を１０月から開始
します。
　地域が協力して子育てを実践していくファミリーサポート事
業。皆さんのご協力をお願いします。
担当　　　　　　市社会福祉協議会ファミリーサポート事務局
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表２

ファミリー
サポート事業
事務局

子育てを手助け
したい人

（協力会員）

子育てを手助け
してほしい人
（利用会員）

入会説明入会申込入会申込

講習会受講

会員登録会員登録

それぞれの会員の
組み合わせを決定

打ち合わせ（支援内容の詳細の決定）

子育て支援活動

報酬金の支払い利用料・報酬金の受領利用料の支払い

　

「
共
働
き
で
、
保
育
園
や
児

童
ホ
ー
ム
の
送
迎
時
間
に
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
多
い
ん
で
す

…
」
「
夜
間
や
休
日
の
仕
事
も

あ
る
の
で
、
そ
ん
な
日
に
子
ど

も
を
預
か
っ
て
く
れ
る
施
設
が

あ
っ
た
ら
い
い
ん
で
す
け
ど
…
」

　

共
働
き
の
増
加
や
核
家
族
化

に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
悩
み
を

抱
え
る
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
、
そ
の
よ
う
な
子
育
て
の
支

援
が
必
要
な
人
に
、
手
助
け
し

た
い
と
考
え
て
い
る
人
を
紹
介

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を

支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
（
左
上
図
参
照
）。

　

こ
の
事
業
で
は
、
子
育
て
を

特
定
の
時
間
や
曜
日
だ
け
の
利

用
、協
力
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

支
援
活
動
の
概
略
は
、
表
２

の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
登
録
を
し
て
い
た
だ

い
た
協
力
会
員
に
は
、
担
当
が

開
催
す
る
講
習
会
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
担

当
と
支
援
を
受
け
る
利
用
会
員

と
の
三
者
で
、
支
援
内
容
に
つ

　

利
用
会
員
に
安
心
し
て
預
け

て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
協
力

会
員
に
安
心
し
て
預
か
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
講
習
会
で
は
育

児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識

を
身
に
着
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
主
な
講
習
内
容

　

①
保
健
師
に
よ
る
子
ど
も
の

　

病
気
や
け
が
に
対
す
る
処
置

　

②
栄
養
士
に
よ
る
子
ど
も
の

　

食
生
活

　

③
保
育
士
に
よ
る
子
ど
も
と

　

の
接
し
方

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
保
険
に

加
入
し
、
万
が
一
の
事
故
に
も

備
え
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業�
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業�
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業�

表１

子育てを手助け
したい人
（協力会員）

子育てを手助け
してほしい人
（利用会員）

【資　格】

心身ともに健康で積極的に支援
活動ができる２０歳以上の市内在
住者
※資格は必要ありませんが、事
務局が実施する講習会の受講（３
日程度）が必要です。

生後３カ月から小学３年生以下
の子どもを持つ市内在住者（障
害のある子どもは小学６年生ま
で）

【登録方法】

担当に備え付けの申込書に必要事項を記入の上、直接担当へ
（受付時間＝土曜・日曜日・祝日を除く午前９時から午後４時まで）

受付中１０月１日から受付開始

※両方に登録することもできます。

会
員
登
録�

子育て�
支援活動�

利用料の�
支払い�

協
力
会
員
の
紹
介�

報
酬
金
の
支
払
い�

利
用
会
員
の
紹
介�

会
員
登
録�

ファミリー�
サポート�
事務局�

子育てを手助�
けしてほしい人�
（利用会員）�

子育てを手助�
けしたい人�
（協力会員）�

ファミリーサポート事業の仕組み

ひばりが丘地区の住居表示が実施されます
　９月１７日から、ひばりが丘地区の住居
表示が実施されます。「分かりやすい街
づくり」のために皆さんのご協力をお願
いします。
担当　　　　　　　　　　　都市計画課
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会
員
登
録
を

お
願
い
し
ま
す

安
心
し
て
ご
利
用
、

ご
協
力
を

子
育
て
支
援

活
動
の
内
容

い
て
の
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ

を
し
、
支
援
活
動
を
開
始
し
ま

す
。

　

主
な
支
援
活
動
は
、
原
則
と

し
て
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
支
援
時
間　

十
二
月
二
十
八

　

日
〜
一
月
四
日
を
除
く
午
前

　

六
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

〇
支
援
場
所　

協
力
会
員
宅

〇
支
援
内
容

　

①
保
育
園
、
幼
稚
園
、
児
童

　

ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
送
迎
と
利

　

用
時
間
外
の
保
育

　

②
利
用
会
員
が
出
産
や
病
気
、

　

介
護
を
受
け
る
状
態
な
ど
保

　

育
が
困
難
な
場
合
の
保
育

　

※
宿
泊
や
病
気
の
子
ど
も
の

　

保
育
は
で
き
ま
せ
ん
。

手
助
け
し
て
ほ
し
い
人
を
「
利

用
会
員
」
、
手
助
け
し
た
い
人

を
「
協
力
会
員
」
と
い
い
、
そ

れ
ぞ
れ
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま

す
（
表
１
参
照
）。

　

既
に
募
集
を
開
始
し
て
い
る

協
力
会
員
に
は
、
事
業
へ
の
ご

理
解
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か

ら
多
数
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
利
用
会
員
の
登
録
は
十

月
一
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

各
会
員
の
希
望
に
沿
っ
た
相

手
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
が
必
要
で
す
。

一人

合計報酬金利用料

５５０円１００円４５０円

二人目以降

合計報酬金利用料

２７５円５０円２２５円

表３

母子・父子家庭で障害がある児童の場合

一人（障害がある児童）

合計報酬金利用料

５５０円３２５円２２５円

※表中の金額はすべて３０分当たり。
※利用会員は、利用料以外に送迎に伴う交通費 
・食事・おむつ・保育用具などの費用負担また
は用意が必要です。

二人目以降

合計報酬金利用料

２７５円５０円２２５円

二人目以降（障害がある児童）

合計報酬金利用料

２７５円１６５円１１０円

利
用
料
と
報
酬
金

　

利
用
料
お
よ
び
報
酬
金
の
授

受
は
次
の
と
お
り
で
す
（
金
額

は
表
３
参
照
）。

①
協
力
会
員
は
活
動
終
了
後
、

所
定
の
報
告
書
を
作
成

②
利
用
会
員
は
報
告
書
の
記
載

内
容
を
確
認
の
後
、
利
用
料
を

支
払
い
、
領
収
書
を
受
領

③
協
力
会
員
は
一
カ
月
ご
と
に

報
告
書
を
担
当
に
提
出
し
、
報

酬
金
を
受
領
（
口
座
振
込
）
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地
方
分
権
の
本
格
化
や
不
透
明
感
を
増
す
経
済
情
勢
、
環
境
問

題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
、
市
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
ま
す
ま

す
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題

が
山
積
し
、
そ
れ
ら
に
適
切
に
対
応
す
る
行
政
改
革
へ
の
取
り
組

み
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
十
三
年
二
月
に
策
定
し
た
「
第
三
次
座
間
市
行

政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
三
つ
の
基
本
方
針
と
十
七
の
重
点
改

革
・
改
善
事
項
を
定
め
、
新
た
な
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
市
行
政
改
革
審
議
会
（
清
水
完
至
会
長
）
に
お
い

て
、
平
成
十
三
年
度
行
政
改
革
の
取
り
組
み
実
績
お
よ
び
平
成
十

四
年
度
か
ら
十
六
年
度
ま
で
の
実
行
計
画
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課
1
０
４
６（
２
５
２
）８
２
８
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

平成１３年度の取り組み結果（ 進捗 状況）
しんちょく

件数取り組み状況

７７（４７％）完了

３１（１９％）実施中

２７（１６％）検討中

３０（１８％）未着手

１６５（１００％）計

　

実
行
計
画
に
基
づ
き
、
事
務

改
善
専
門
部
会
な
ど
七
つ
の
改

革
改
善
専
門
部
会
お
よ
び
各
担

当
部
課
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
改

革
・
改
善
項
目
は
、
百
六
十
五

件
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

百
三
十
五
件
（
八
二
㌫
）
で
具

体
的
な
改
革
改
善
に
取
り
組
み
、

計
画
を
完
了
し
た
も
の
ま
た
は

改
善
を
実
施
中
の
も
の
は
百
八

平
成
十
三
年
度
の

取
り
組
み
結
果

件
に
な
り
ま
す
（
左
表
参
照
）。

こ
の
う
ち
、
三
十
五
件
の
項
目

で
経
費
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ご
み
減
量
化
の
推
進
に
よ
る
経

費
削
減
、
職
員
数
の
削
減
、
市

民
健
康
セ
ン
タ
ー
の
債
務
の
繰

り
上
げ
償
還
な
ど
に
よ
る
利
子

の
軽
減
、
市
税
な
ど
の
未
収
金

の
収
納
向
上
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
認
証
取
得
に
よ
る
環
境
負

荷
低
減
に
対
す
る
取
り
組
み
な

ど
で
、
総
額
二
億
五
十
二
万
七

千
円
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
度
か
ら
十
六
年

度
ま
で
の
実
行
計
画
で
は
、
八

十
二
件
の
改
革
・
改
善
項
目
を

定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
目
標
年

度
を
設
定
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
か
ら

十
六
年
度
の
取
り
組
み
計
画

��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������

平
成
十
三
年
度
の
効
果
額
は
二
億
五
十
二
万
七
千
円�

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
計
画
的
に
行
政
改
革
を
推
進�

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

事
務
事
業
の
有
効
性
を
客
観
的

に
評
価
す
る
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
推
進
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
市

債
の
抑
制
と
債
務
の
解
消
、
地

方
分
権
時
代
に
即
応
す
る
た
め

の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
、
事

務
の
簡
素
化
の
た
め
の
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
や
電
子
決
裁
の
導

入
に
向
け
た
検
討
、
公
共
工
事

な
ど
の
経
費
の
削
減
や
入
札
・

契
約
制
度
の
充
実
な
ど
で
す
。

実
行
計
画
は毎年

見
直
し

　

第
三
次
行
政
改
革
大
綱
で
定

め
た
基
本
方
針
に
基
づ
く
重
点

改
革
・
改
善
事
項
の
実
現
を
目

指
す
実
行
計
画
は
、
速
や
か
な

実
行
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
請

に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
改
革
・

改
善
項
目
を
追
加
し
た
り
、
さ

ら
な
る
改
善
が
望
ま
れ
る
も
の

は
継
続
し
て
実
施
し
た
り
す
る

な
ど
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

在
実
施
し
て
い
る
実
行
計
画
は
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
十
六
年
度

ま
で
の
三
年
で
実
施
さ
れ
、
毎

年
見
直
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

平成１４年度から１６年度の取り組み計画
主な取り組み計画基本方針および重点改革改善事項

地方公共団体間の総合行政ネット
ワークの整備、文書管理システム
の導入、庁内情報資源の共有化と
活用ほか

事務事業の合理的・効率的な見直
し

１　

将
来
を
展
望
し
た
地
方
分
権
型
の
行
財
政
運
営
の
推
進

防犯灯管理業務の委託、公営住宅
の民活利用の推進ほか民間活力の導入

公共施設の年間開放の導入、図書
館蔵書検索システムの構築、高齢
社会に向けた救急業務の高度化の
推進ほか

行政サービスの充実

行政評価システムの推進事業評価システムの導入

地方分権時代に即応し得る職員研
修の強化ほか職員の能力開発などの推進

公共施設の広域的利用の導入広域行政への対応
計４９項目

社会教育関係団体の組織・運営の
支援・指導ほか責任領域と役割分担の見直し

２　

市
民
と
協
力
し
て
進
め
る
市
政
の
確
立

公共施設のバリアフリー化の推進、
コミュニティバスの導入、保育園
の今後のあり方ほか

複雑多様化する市民要望に即応す
る施策の推進

生涯学習情報提供システムの拡充、
IT（情報技術）を活用した行政情
報システムの拡充、市民参加の推
進

市民参加による市政の推進

事務手続の簡素化などの推進行政手続きの適正化

ISO１４００１認証による環境に対す
る取り組みの推進、地球温暖化対
策の効果的な推進、ごみ減量化と
リサイクル化ほか

環境保全の推進

計１６項目
市債務の解消、市有地の有効利用
の推進ほか財政運営の効率・健全化３　

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

市税など収納向上の推進、使用料
や手数料など受益者負担の適正化、
補助金の見直しほか

財政基盤の強化

行政コスト計算書などの研究・導入企業会計手法の導入
地方分権時代に即応する組織・機
構の見直し

時代に即応した組織・機構の見直
し

公社や財団など外郭団体の自主・
独立性や透明性の確保および効率
化・活性化のための指導、市営住
宅管理運営のあり方の検討ほか

公社など外郭団体の効率的運営お
よび改善

定員管理計画の策定（平成１６年度
～１８年度）定員管理、給与制度の適正化

計１７項目

平成１３年度行政改革の取り組み実績
主な取り組み実績基本方針および重点改革改善事項

公共料金事前通知サービスの導入、
例規検索システムの導入、消防施
設整備協力金・教育施設整備協力
金の廃止ほか

事務事業の合理的・効率的な見直
し

１　

将
来
を
展
望
し
た
地
方
分
権
型
の
行
財
政
運
営
の
推
進

放置自転車対策の推進、防犯灯管
理業務の委託ほか民間活力の導入

防災情報システムの整備、除籍・
改正原戸籍のデータベース化、適
応指導教室事業の指導体制・教育
相談事業相談体制の見直しほか

行政サービスの充実

行政評価システムの導入事業評価システムの導入

行政改革推進庁内体制の推進、地
方分権時代に即応し得る政策形成
などの研修の強化

職員の能力開発などの推進

広域行政に対応する研究広域行政への対応
計９５項目

自主防災組織の育成方法の見直し責任領域と役割分担の見直し
２　

市
民
と
協
力
し
て
進
め
る
市
政
の
確
立

福祉の総合相談窓口の設置、子育
て家庭への支援拠点の設置、公共
施設のバリアフリー化の推進ほか

複雑多様化する市民要望に即応す
る施策の推進

市民参加による緑地づくりの推進、
市民意識・市民提言（政策提言）
などの把握方策の確立ほか

市民参加による市政の推進

事務手続の簡素化などの推進行政手続きの適正化

ISO１４００１認証取得による環境に
対する取り組み、ごみの減量化の
推進、地球温暖化対策の効果的な
推進ほか

環境保全の推進

計２３項目
市債務の解消、庁用車台数の適正
化と軽車両化ほか財政運営の効率・健全化３　

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

市税など収納向上の推進、補助金
などの見直しほか財政基盤の強化

企業会計手法の研究・導入企業会計手法の導入
事務分掌などの見直しのための基
礎研究

時代に即応した組織・機構の見直
し

公社、財団など外郭団体の透明性
確保のための指導、スポーツ・文
化振興財団の管理運営の充実ほか

公社など外郭団体の効率的運営お
よび改善

定員管理計画および職員採用計画
の策定定員管理、給与制度の適正化

計１７項目
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担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�

　　　　　　　 は、１日～１５日生まれ
　　　　　　　 は、１６日～末日生まれ
　　　　　　　 は、生まれた日を問いません
▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～７歳
６カ月未満（なるべく１８カ月までに）※指定日厳守

保１歳児歯っぴいバースデー(むし歯予防)教室

保なかよしベビークラス
▽とき＝１０月７日（月）午前１０時～１１時３０分▽ところ
＝市民健康センター▽内容＝新しい友達をつくりたい
保護者のための教室です。赤ちゃんと楽しい遊びをし
ます▽対象＝３カ月～４カ月児とその保護者▽定員＝
３０人▽持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝電話予約

　市健康まつり実行委員会
では、健康づくり運動の一
環として、健康に関する作
文・標語を募集します。
　応募作品は健康まつりな
どで展示するほか、市民の
皆さんの健康づくりのため
に有効に活用させていただ
きます。なお、応募者全員に記念品を進呈します。
○テーマ　健康について
○応募規定　▽作文＝４００字詰め原稿用紙２枚以内▽標
　語＝はがき１枚につき１点（一人１点）
○応募方法　住所・氏名・年齢・電話番号を明記の上、
　１０月１８日（金）までに、〒２２８－８５６６市役所市民健
　康課内「健康まつり実行委員会事務局」へ郵送また
　は持参
担当　　 市民健康課1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

保個別健康相談
▽とき＝１０月８日（火）午前１０時～１０時４５分、午前１０
時４５分～１１時３０分▽ところ＝市役所１階市民健康課▽
内容＝健康全般について栄養士・保健師が相談に応じ
ます▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発
行します）▽申込方法＝電話予約

電　話所在地医療機関名診療月日
1０４６（２５１）４１１１立野台３丁目座 間 中 央 病 院９月１５日

外
科

1０４６（２５５）３２２８相武台２丁目馬来胃腸科外科９月１６日
1０４２（７４３）５６０７相模が丘１丁目山下整形外科９月２２日
1０４６（２５６）７３５５さがみ野１丁目中村整形外科９月２３日
1０４６（２５１）７１７１栗 原シータン泌尿器科外科９月２９日
1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科９月１５日

婦
人
科

1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院９月１６日
1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科９月２２日
1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科９月２３日
1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院９月２９日

●休日診療
◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、
　　　　　　午後２時～４時４５分、午後６時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）８２１７
◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時　　　
　診療場所　相模原南メヂカルセンター
　　　　　　（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００
◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

予救急診療

●土曜日夜間診療
◆内科・小児科
　受付時間　午後６時～９時４５分　　　　　　
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）９０９０
●夜間診療
　診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降
　　　　　　（休日）午後１０時以降
　診療場所　消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９へ
　　　　　　お問い合わせください。
問い合わせ先
消防署　1０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　5０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　1０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。

保育児相談

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

ところ受付時間と　き

市民健康センター
午前９時３０分～１０時３０分

９月２０日（金）

ひばりが丘南児童館１０月４日（金）

ところ受付時間と　き

市民健康センター
午前９時３０分～１１時９月２４日（火）

午後１時～２時３０分１０月８日（火）

料金受付時間対象区分
９００円

午前９時～１１時
４０歳以上

胃

５００円大腸

６００円
３０歳以上の
女性

子宮

３００円
午前９時３０分～１１時
午後１時～２時

乳

予結核検診

▽対象＝１５歳以上▽申込方法＝直接会場へ

保がん検診

▽とき＝１０月４日（金）午前１０時～正午▽ところ＝県
厚木合同庁舎新館４階会議室▽内容＝①小児心臓病の
治療と日常生活の留意点②心臓病の子供を守る会の紹
介と体験談▽講師＝①成育医療センター循環器科医長
　石澤瞭さん②心臓病の子供を守る会県域支部代表　
山口美はとさん▽対象＝小児心臓病の患者とその家族
▽定員＝３０組（先着順）▽保育＝あり（先着１５人）▽
申込方法＝電話予約

予秋のポリオ（急性灰白髄炎）全日程
と　き対　象

１１月８日（金）１１月７日（木）１月生まれ
１１月１３日（水）１１月１１日（月）２月生まれ

１１月１８日（月）１・２月生まれ
１０月３１日（木）１０月３０日（水）３月生まれ
１０月１１日（金）１０月１０日（木）４月生まれ

１１月１５日（金）３・４月生まれ
１０月２日（水）１０月１日（火）５月生まれ
１０月９日（水）１０月７日（月）６月生まれ

１０月１８日（金）５・６月生まれ
１１月５日（火）１１月１日（金）７月生まれ
１０月４日（金）１０月３日（木）８月生まれ

１１月６日（水）７・８月生まれ
１０月１７日（木）１０月１６日（水）９月生まれ
１０月２２日（火）１０月２１日（月）１０月生まれ

１０月２５日（金）９・１０月生まれ
１０月２４日（木）１０月２３日（水）１１月生まれ
１０月２９日（火）１０月２８日（月）１２月生まれ

１１月１４日（木）１１・１２月生まれ

内　容と　き
自己紹介、妊婦体操、
妊娠中の過ごし方

１０月２日（水）
午後１時３０分～４時

妊娠中の歯の衛生、
赤ちゃんの衣類

１０月７日（月）
午前９時３０分～１１時３０分

疑似体験、
先輩ママに聞く「子育て」

１０月１２日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

妊娠中の栄養
１０月１６日（水）
午後２時～４時

赤ちゃんの沐浴    、
もくよく

これからに向けて
１０月１９日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

　市には犬猫のふんの放置や放し飼い、捨て犬・捨て猫な
ど、ペットに関する苦情が数多く寄せられています。これ
らの多くは、一部の飼い主の道徳意識の欠如が原因となっ
ていて、地域の皆さんに多大な迷惑が掛かっています。
　ペットを飼っている方やこれから飼おうとする方は、ペッ
トの習性を十分に理解した上で適正に飼育するとともに、
特に次の点に注意し、清潔で快適な環境づくりを心掛けま
しょう。
○放し飼いはしない。
○犬の鑑札は必ず付ける。
○犬を散歩させるときは、
　引き綱を付け、ふんの始末を必ずする。
生き物は愛情を持って、最後まで飼育しましょう！！
◇犬の登録や死亡は担当へ
◇迷い犬や野犬の保護・捕獲は県動物保護センター1０
　４６３（５８）３４１１へ
担当　　　　 市民健康課1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

○と　き　９月２８日（土）
　午後１時３０分～３時３０分
○ところ　海老名市役所４
　階４０１会議室
○内　容　①わかりやすい
　ＢＳＥ（牛海綿状脳症）
　②食の安全を求めて
○講　師　①麻布大学獣医学部教授　和田恭
　則さん②県藤沢保健福祉事務所食品専門監
　視担当　鈴木厚子さん
○対　象　県内在住者
○定　員　２００人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　直接会場へ
○問い合わせ先　県獣医師会1０４５（７５１）５１５６
担当　　　　　　　　　　　　 　市民健康課

1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

小児心臓病講演会

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所1046(224)1111

難病講演会・相談会
▽とき＝１０月１１日（金）午後２時～４時▽ところ＝県

厚木合同庁舎新館４階会議室▽内容＝講演「 膠原病 の
こ う げ ん び ょ う

治療と日常生活」、個別相談▽講師・相談＝北里大学
医学部膠原病感染内科教授　近藤啓文さん▽対象＝膠
原病にかかっている方とその家族▽申込方法＝電話予
約

肝臓講演会
▽とき＝９月２８日（土）午後２時～４時３０分▽ところ
＝厚木市ヤングコミュニティセンター（同市中町１－
１－３）▽内容＝Ｃ型肝炎治療の最新情報▽講師＝昭
和大学藤が丘病院消化器内科教授　与芝真さん▽対象
＝Ｃ型肝炎患者とその家族▽定員＝１５０人（先着順）
▽申込方法＝電話予約

▽とき＝１０月１０日（木）午前９時３０分～９時４５分受け付
け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防に
ついて▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝３０人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ▽申
込方法＝電話予約

リ発達相談
▽とき＝１０月４日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配について理学療法士が相談に応じます▽対象＝生後
４カ月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

保母親父親教室

▽ところ＝市民健康セ
ンター▽対象＝初産で
妊娠１６週以降の方と夫
▽受講料＝５００円（テキ
スト代）▽持ち物＝母
子健康手帳、筆記用具
▽申込方法＝１０月１日
（火）までに担当へ

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相
談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

ところ受付時間と　き
東地区文化センター

午前９時３０分

　～１０時３０分

９月２５日（水）

北地区文化センター９月２６日（木）

市民健康センター９月３０日（月）

保成人・老人健康相談

▽とき＝９月２４日（火）▽ところ＝市民健康センター▽
申込方法＝電話予約（大腸がんは検診日の７日前まで）

健康についての作文・標語を募集迷惑です！ふん公害
守ってほしいペットマナー国産牛肉の安全性に関する市民シンポジウム
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趣味・スポーツ・�
必要な知識や�
技術・技能など�

市民大学・�
各種講座・個人学習・�
サークル・グループ�

家庭・学校・�
地域・�
職場で�

子どもから�
お年寄り�
まで�

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
学
習
の
機
会
を
提
供
し
学
習
活
動
を
支
援
す

る
生
涯
学
習
推
進
事
業
と
し
て
、
「
ざ
ま
生
涯
学
習
宅
配
便
」
が

十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
の
職
員
が
皆
さ
ん
の

所
ま
で
出
向
き
、
行
政
に
関
す
る
知
識
や
取
り
組
み
な
ど
を
お
届

け
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

福
祉
・
健
康
・
環
境
・
産
業
・
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
・
教
育
・

自
治
と
い
っ
た
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
分
野
に
つ
い
て
学
習
で
き

る
五
十
五
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
し
た
。
身
近
な
問
題
、
関
心

の
あ
る
市
政
情
報
な
ど
自
由
に
選
ん
で
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

　

主
催
者
は
皆
さ
ん
で
す
。
苦
情
や
要
望
を
お
伺
い
す
る
の
で
は

な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
職
員
が
ひ
ざ
を
交
え
て
学
び
合
い
、

座
間
の
未
来
を
考
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

担
当　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課
1
０
４
６（
２
５
２
）８
４
７
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
０
４
６（
２
５
２
）４
３
１
１

　　　誰でも　学びたいその時に

　　　　　その場所で

　　　　　　　　　自ら選んで

　　　　　　　　自分らしいやり方で

　　　　　　　　　自らを高めていく

　　　　　　　　　　継続的学びです。

　　　　その中で　一人一人が

　　　人生への姿勢や

　　価値観を変えていくこと。

　　　いわば　自らを日々創造していく

不思議と喜びに満ちた生き方そのものなのです。

　　　　学びの過程の中で

　触れ合い　結び合ったたくさんの仲間とともに

　　　　　　　地域文化を高め

“夢と魅力に満ちた私たちの座間”を目指しましょう。

　

原
則
と
し
て
市
内
な
ら
ど
こ

で
も
、
も
ち
ろ
ん
個
人
の
お
宅

で
も
結
構
で
す
。
主
催
者
側
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
け
付
け
は
十
月
一
日（
火
）

か
ら
で
す
。
講
座
を
開
催
し
よ

う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者

は
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
開
催
予
定
日
の
三
週

　

政
治
・
宗
教
ま
た
は
営
利
を

目
的
と
す
る
催
し
と
一
緒
に
実

施
す
る
場
合
や
、
本
来
の
目
的

に
合
わ
な
い
場
合
な
ど
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

市
内
公
共
施
設
窓
口
に
備
え

付
け
の
「
ざ
ま
生
涯
学
習
宅
配

便
メ
ニ
ュ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

座間市教育委員会生涯学習課
〒２２８-８５６６  座間市緑ヶ丘１-１-１

1０４６（２５２）８４７２
5０４６（２５２）４３１１

　　電子メール
280A@planet.pref.kanagawa.jp

お問い合わせ・お申し込みは

ざま生涯学習宅配便がスタート！！ざま生涯学習宅配便がスタート！！ざま生涯学習宅配便がスタート！！
市役所発の生涯学習講座
ご注文をお待ちしてます

メニューは　この中からお選びください�

間
前
ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
担
当
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
、
市
内
公
共
施

設
窓
口
に
備
え
付
け
の
「
ざ
ま

生
涯
学
習
宅
配
便
メ
ニ
ュ
ー
」

に
と
じ
込
ん
で
あ
り
ま
す
。
な

お
、業
務
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、

開
催
日
時
な
ど
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
相
談

の
上
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

講　　　　　座　　　　　名分 類№
お年寄りや障害のある方の大変さを体験してみよう

福 祉

１
在宅福祉サービスについて２
介護保険制度について３
国民年金制度について４
日本赤十字社の仕組み５
子ども大好き、簡単手づくりおやつ６
「もくせい園」ボランティア体験講座　―知的ハンディを持った方への理解を深めよう―７
子育てを楽しく８
始めようよ！！ニュースポーツ　―誰でもできるニュースポーツの紹介―健 康９
下水道「今昔物語」　 ―下水道の「過去・現在・未来」―

環 境

１０
座間の水道について　―水源から蛇口まで　水の旅―１１
ＩＳＯ１４００１の取り組みについて　―環境共生都市を目指して―１２
市民ぐるみで緑化推進を１３
下水道のしくみ１４
みんなで考えようごみのこと  ―ごみの減量とリサイクル―１５
石けん作り教室　―食用廃油が固形石けんに変身―１６
目久尻川・鳩川をもっときれいに　―河川の汚濁状況―１７
座間の大凧まつり　―大凧のルーツ・製作過程・現状と課題・継承問題―産 業１８
いざという時、あなたは？  ―救命救急法・初期消火訓練―防 災

１９
聞く・見る・体験する防災研修　―自分たちのまちは自分たちで守る―２０
快適な道路をつくるには　―道路をつくる豆知識―

まちづくり

２１
コミュニティ活動  ―自治会活動について―２２
公共用地の取得について　―公共用地の取得には目的があります―２３
国際交流　―姉妹都市スマーナ市との交流について―２４
座間市はどんなまちになるの？　―第三次座間市総合計画って何？―２５
“まなび”をつくる　―講座やイベントの企画運営―

教 育

２６
身近な歴史の調べ方２７
いってみよう、みてみよう公民館（市公民館、北・東地区文化センター）２８
教育相談　―子どもの心を知るために―２９
適応指導教室「つばさ」とは３０
図書館見学ツアー３１
おはなし宅配便３２
“教育委員会”ってどんなところ？３３
人権の木を育てよう　―差別と偏見のない社会をめざして―３４
学校・家庭・地域　―子どもたちの豊かな育ちのために―３５
これからの学校　―新しい学習指導要領と学校教育―３６
わかりやすい広報作り３７
非行のない明るい我がまち“ざま”　―身近におこる少年非行―３８
ざまの歴史を楽しく知ろう　―座間のおいたち・なりたち―３９
座間の教育の歴史を知る４０
座間市のお財布　―市の財政状況と現状―

自 治

４１
住居表示制度　―わかりやすいまちづくり―４２
戸籍のしくみ４３
地方分権を考える４４
選挙のしくみ　―暮らしの中の選挙―４５
自治体監査のお話し　―監査って何をするところ ･･･―４６
議会のしくみ４７
税金入門　―簡単です「税金の申告」―４８
固定資産税（土地・家屋）のあらまし４９
市税の納付方法５０
市の仕事を評価する　―座間市行政評価システムとは―５１
座間市の職員研修　―時代の要請に対応できる職員の養成―５２
条例って何？　―行政、住民、条例のかかわりについて―５３
水道の上手な使い方！！　―聞いて得する水道あれこれ―５４
これだけは知っていたい道路問題　―境界査定と道路占用―５５

　市教育委員会では、さまざまな分野の講座・イベント、学習サークル・団体な
どを紹介する「生涯学習ガイドブック」を発行しています。
　市民の皆さんが、学習したいこと
や参加したいイベントなどを見つけ、
学習プランを立てる時のお役に立ち
ます。「いいもの見っけ！」と思っ
たら、お気軽に各問い合わせ先に詳
細をお尋ねください。
　このガイドブックは、市内公共施
設の窓口で無料配布しています。
担当　　　　　　　　　生涯学習課
　　1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

お役立てください

生生生生生生生生生生涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習ガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドブブブブブブブブブブッッッッッッッッッックククククククククク生涯学習ガイドブック

利
用
で
き
な
い
の
は

ご

注

文

は

宅
配
便
の
詳
細
は

　

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月

三
日
ま
で
を
除
く
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間
の
二

時
間
以
内
で
す
。

開

催

日

時

は

会

場

は

　

原
則
と
し
て
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
十
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
す
。
仲
間
や
友
達
、
自

利
用
で
き
る
方
は

治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
集
ま
り

に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
も
ち

ろ
ん
学
校
の
授
業
に
も
利
用
で

き
ま
す
。

　

職
員
に
対
す
る
費
用
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
場
お
よ
び

実
習
な
ど
の
材
料
費
は
皆
さ
ん

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

費

用

は



10
日 月 火 水 木 金 土 �

1715 1614
10
3

8
1

9
2

7

22 23 2421
30 312928

12
13

11
4 5

6
19

20
18

26
27

25

9
日 月 火 水 木 金 土 �
1

1917 1816
12
5

10
3

11
4

9
2

24 25 2623
30

14
15

13
6 7

8
21

22
20

28
29

27

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/、『座間テレホンニュース』1０４６（２５１）９０００でも案内しています。
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　市では、良好な生活環境を保全す
るため、街の緑化に努めています。
公共施設だけでなく、民間の施設に
ついても緑化を推進しており、駐車
場の緑化に対して樹木を無料で配布
する「民間施設緑化事業」と、自己
敷地内への生け垣設置に対して奨励
金を交付する「生け垣設置奨励金」
を設けています。ご希望の方は事前
に担当へご相談ください。
【民間施設緑化事業】
○配布対象　１５０平方メートル以上
　の駐車場
○配布内容　市が購入した樹木の苗
　木（限度額１０万円）
【生け垣設置奨励金】
○交付条件　①公道またはこれに準
　ずる私道に設置する部分の延長が
　５メートル以上のもの②公道また
　はこれに準ずる私道から生け垣を
　設置する部分までの高さが平均
　１．５メートル以上で、幅１メート
　ル当たり４本以上列植するもの
○奨励金額　１メートル当たり４０００
　円（限度額８万円）、既存の塀を
　取り壊して設置する場合は１メー
　トル当たり６０００円（限度額１２万
　円）
担当　　　　　　　　　公園緑地課
　1０４６（２５２）７２２１ 5０４６（２５５）３５５０

　市では、市防火安全協会と共催で
初期消火競技大会を開催します。こ
の大会は、隔年で実施していた屋内
消火栓操法大会を見直し、より実践
的な大会として実施するものです。
○と　き　１０月９日午前９時～正午
　（予備日１０月１０日）
○ところ　ユニー座間店北側駐車場
　（市内入谷１－４１６－２）
○内　容　▽競技＝屋内消火栓の部、
　消火器の部▽演技＝自主防災組織
　による軽可搬ポンプ操法、消防署
　による救助演技
担当　　　　　　　消防本部予防課
　1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

　市内では、平成１３年中に２７件の建
物火災が発生しています。このうち
１２件がコンロ・てんぷら鍋を原因と
する火災です。また、平成１４年８月
末日現在では、２１件の建物火災が発
生し、６件が同様の原因です。
　調理中にコンロのそばを離れるな
ど、少しの不注意から発生する火災
を防ぐため、次のことに注意しまし
ょう。
○調理中は絶対にコンロ・てんぷら
　鍋のそばから離れない。
○コンロ・てんぷら鍋から離れる場
　合は必ず火を消す。
○コンロ内や周囲の油汚れは使用後
　清掃する。
○コンロの周囲には燃えやすい物を
　置かない。

　①身体障害者・知的障害者・障害
　児ホームヘルプサービス事業
　②身体障害者・知的障害者・障害
　児デイサービス事業
　③身体障害者・知的障害者・障害
　児ショートステイ（短期入所）事業
　④知的障害者グループホーム事業
〔支援費制度説明会〕
○と　き　９月２７日午前１０時３０分～
　１１時３０分
○ところ　市民健康センター１階多
　目的室
※既に配布済みの資料を基に説明し
ますので、資料をお持ちの方は持参
してください。
担当　　　　　　　　　障害福祉課
　1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

　市では、身体障害者を対象にした
デイサービス事業を、市内の身体障
害者施設「アガペサポートセンター」
に委託して実施しています。
　内容は次のとおりです。利用をご
希望の方は担当へご相談ください。
①基本事業（機能訓練、社会適応訓
練、スポーツ・レクリエーションな
ど）
②創作的活動（手芸、工作、絵画、
書道、陶芸など）
③入浴サービス（介護浴、機械浴）
④給食サービス（昼食の提供）
⑤介護サービス（利用時の 排泄 など

はいせつ

身体介護）
⑥送迎サービス（車いす利用者など
のリフト付き車両による送迎）
担当　　　　　　　　　障害福祉課
　1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

　複雑な人間関係やストレスによっ
て、精神疾患はだれにでも起こりう
る病気です。
　精神疾患の中で最も多い「精神分
裂病」は、その呼び名が「精神が分
裂する病気」と誤解され、その人の
人格を否定するような響きがあると
いう指摘から、新たに「統合失調症」
という呼称ができました。これまで
「不治の病」というイメージがあり
ましたが、現在では症状に効く薬も
増え、適切な医療やリハビリ、在宅
支援を受けながら社会参加している
方もたくさんいます。
担当　　　　　　　　　障害福祉課
　1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

　平成１３年に改正された児童福祉法
の一部が、１０月１日から施行されま
す。主な内容は次のとおりです。
○認可を受けないで保育施設を開設
　する場合、届け出が必要です
　保育所と同様の業務を目的とする
施設で、認可を受けていない施設を
今後設置する方および既に設置して
いる方は、県知事へ事業開始の届け
出が必要になります（書類の提出は
市の保育担当課へ）。届け出をしな
いまたは虚偽の届け出をした場合、

５０万円以下の過料に処せられます。
　なお、小規模な施設などは届け出
が不要となりますが、幼児教育を目
的とする施設でも届け出が必要な場
合があります。
○保育サービス内容の情報が提供さ
　れます
　届け出対象の保育施設は、県知事
への定期報告や保育サービス概要の
施設内掲示、契約成立時の利用者へ
の書面交付などを情報提供すること
が新たに定められました。また、県
でも市町村と連帯して、届け出、報
告内容などを基に施設の情報提供を
開始します。施設を利用するとき、
こうした情報を基に自分の条件に合
った施設を調べたり、施設を見学し
て自分で保育内容を確認したりする
など、施設選択のための一助として
ください。
○問い合わせ先　県児童福祉課1０
　４５（２１０）４６６３
担当　　　　　　　　　　　児童課
　1０４６（２５２）７２０２ 5０４６（２５２）７０４３
　

　市では、国民健康保険被保険者証
を更新します。これは、現在使用し
ている保険証の有効期限が、９月３０
日で切れることによるものです。
　現在使用している保険証は、１０月
１日以降使用できなくなりますので、
ご注意ください。
○交付は郵送で
　新しい保険証は、９月下旬までに
加入者に郵送します。記載された内
容に、誤りや不明な点がありました
ら担当へご連絡ください。
○これまでの保険証は
　９月３０日で有効期限の切れる現在
の保険証は、担当または各出張所へ
ご返却ください。
担当　　　　　　　　　国保年金課
　1０４６（２５２）７００３ 5０４６（２５２）７０４３

　医療保険制度が改正されたことに
より、昭和７年１０月１日以降に生ま
れた方について、国民健康保険の対
象年齢を現行の７０歳未満から７５歳未
満に、５年間で段階的に引き上げる
ことになりました。
　また、医療機関の窓口で支払う患
者負担の割合が、次のとおり変更さ
れます。
○３歳未満の乳幼児の患者負担が２
　割になります。
○７０歳以上の方の患者負担が１割（一
　定額以上の所得がある方は２割）
　になります。
　なお、１０月１日以降に７０歳になる
方には、負担率を示す高齢受給者証
（藤色）を郵送しますので、保険証
とともに医療機関の窓口に提出して
ください。
※昭和７年９月３０日以前に生まれた
方は、老人保健で医療を受けること
になります。
担当　　　　　　　　　国保年金課
　1０４６（２５２）７００３ 5０４６（２５２）７０４３

○と　き　１０月１２日（午前９時～１０
　時受け付け、雨天決行）
○集合場所　ＪＲ相模線入谷駅前
○内　容　入谷駅で受け付け後、ゴ
　ールまで自由にハイキングを楽し
　む。コースは、入谷駅～四ツ谷～
　星谷寺～県立座間谷戸山公園～龍
　源院～相武台下駅の約１２キロメー
　トル。途中、市役所では「相模線
　沿線魅力アップ写真コンクール写
　真展」を開催中
○参加費　無料
○定　員　５００人（先着順）
○申込方法　電話またはファクスで
　住所、氏名、電話番号を担当へ
※ゴールで記念品を贈呈します。
担当　相模線複線化等促進期成同盟
　　　会事務局（企画政策課内）
　1０４６（２５２）８２８７ 5０４６（２５５）３５５０

　これまで、１・２級の身体障害者
手帳をお持ちの１８歳以上の聴覚障害
者（音声・言語機能障害を有する方
を含む）を対象に派遣していた手話
通訳者は、今年度から障害等級に制
限なく、手話通訳者を必要とする１８
歳以上の聴覚障害者に派遣できるよ
うになっています。どうぞご利用く
ださい。
担当　　　　　　　　　障害福祉課
　1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

　市では、精神障害のある方のため
に、今年度から次の福祉サービスを
実施しています。
○社会復帰支援（地域作業所、社会
　復帰施設、就労援助機関の利用な
　ど）や在宅支援に関する相談
○精神障害者保健福祉手帳や通院医
　療費公費負担の申請手続き
　サービス開始からの５カ月間に、 
多くの方の相談をお受けしています。
お気軽にご相談ください。
担当　　　　　　　　　障害福祉課
　1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

　平成１５年４月から支援費制度が始
まります。これは障害者福祉制度の
一部が移行するものです。
　次のサービスを平成１５年度以降に
利用する場合は、支援費の支給決定
を受ける必要がありますので、担当
で手続きしてください。申請は１０月
１日から受け付けます。
○施設サービス（施設訓練等支援）
　①身体障害者療護・更生・授産施
　設の入所および通所
　②知的障害者更生・授産施設の入
　所および通所
　③知的障害者通勤寮の利用
○居宅サービス（居宅生活支援）

ＪＲ相模線沿線ハイキング

手話通訳者の派遣を拡大

私設保育施設（認可外保育施設）
の届け出・情報提供が始まります

精神障害者福祉サービスのご利用を
「精神分裂病」が「統合失調症」に

国民健康保険証を更新します

支援費制度が始まります

身体障害者デイサービスのご利用を

１０月１日から国民健康保険制度
が変わります

ご利用ください！ ｢民間施設緑
化事業 ｣と ｢生け垣設置奨励金 ｣

初期消火競技大会

コンロ・てんぷら鍋を原因とする
火災を防ぎましょう
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使・一般の別、託児希望の有・無を
明記）
○自然教室「シカの声を聞く」
▽とき＝１０月２６日午後３時３０分～７
時▽集合・解散＝宮ヶ瀬ビジターセ
ンター▽内容＝古来より親しまれて
いるシカの声を聞きに山に入る▽対
象＝小学生以上▽定員＝１５人（多数
抽選）▽参加費＝３００円▽申込方法
＝往復はがきに行事名、参加者全員
の氏名・年齢・住所・電話番号を記
入の上、１０月７日までに〒２４３－０１１１
清川村宮ヶ瀬９４０－１５県立宮ヶ瀬ビ
ジターセンター（1０４６（２８８）１３７３）あ
て郵送
○みんなで学ぼう心の健康“癒やし
　と支えの心を探して”～ケアする
　心と、ケアを受ける心～
▽とき＝１０月５日午後２時～４時▽
ところ＝プロミティあつぎビル１階
多目的ホール▽内容＝介護する人に
焦点を当てて心の問題を学ぶ▽講師
＝東海大学医学部講師・精神分析学
会認定精神療法医スーパーバイザー
渡辺俊之さん▽定員＝９０人（先着
順）▽受講料＝無料▽申込方法＝相
州病院総合相談部 1０４６（２４３）３３５２
へ
○介護者教室「高齢者の食事」
▽とき＝１０月１３日午後１時３０分～３
時３０分▽ところ＝中心荘第２老人ホ
ーム（海老名市上今泉４－７－１）
▽内容＝高齢者など身体機能の低下
が見られる方への食事について、食
べやすい調理の工夫などを紹介する
▽定員＝２０人（先着順）▽参加費＝
無料▽申込方法＝電話でえびな南高
齢者施設1０４６（２３８）７６８１へ

○１７人の会
▽内容＝油絵の学習と創作▽とき＝
毎月第２・第４日曜日午前１０時～正
午▽ところ＝東地区文化センター▽
対象＝どなたでも（初心者歓迎）▽
会費＝月額２５００円▽連絡先＝1０４６
（２５５）１８９９（伊藤）
○太鼓集団舞彩駒
▽内容＝和太鼓の練習▽とき＝毎月
３回日曜日午後１時～５時▽ところ
＝入谷小学校ほか▽対象＝１５歳～３５
歳▽会費＝月額２０００円▽連絡先＝1

０４６（２５８）２９４８（沢田）
○書の友
▽内容＝書道▽とき＝毎月第１・第
２・第３火曜日午前１０時～正午▽と
ころ＝市公民館▽連絡先＝1０４６（２
５２）１２４７（伊藤）
○谷戸山山野草会
▽内容＝山野草の植え込み実習ほか
▽とき＝毎月第２金曜日午前１０時～
正午▽ところ＝市公民館▽会費＝年
額３０００円▽連絡先＝1０４６（２５３）６２２
２（鈴木）
○沙羅の会
▽内容＝平家物語を楽しく解釈し学
ぶ▽とき＝毎月第３火曜日午後２時
～４時▽ところ＝市公民館▽会費＝
月額１０００円▽連絡先＝1０４６（２５３）５
８６７（伊藤）

◇地域福祉ふれあい基金へ
▽３万円＝四ツ谷・天然藍染体験者
代表長谷川光

代）▽申込方法＝指定の申込用紙に
必要事項を記入の上、９月２５日まで
に郵送またはファクスで〒２２８－００２
４市内入谷５－１８５８－１座間青年会
議所事務局5０４６（２５４）２８２８へ▽問
い合わせ先＝同事務局1０４６（２５４）７９
９９（月曜・水曜・金曜日の午前１１時
～午後５時）
○司法書士無料法律相談会
▽とき＝１０月５日午前１０時～午後４
時▽ところ＝市民健康センター多目
的ホール▽内容＝相続、多重債務、
成年後見などの法律問題の相談会▽
定員＝３０人程度（先着順）▽申込方
法＝当日直接会場へ▽問い合わせ先
＝県司法書士会1０４５（６４１）１３７２
○アガペセンター小松原フリーマー
　ケット出店者募集
▽とき＝９月２８日午前１０時～午後１
時（雨天中止）▽ところ＝身体障害
者総合福祉施設アガペセンター駐車
場▽募集店数＝３０店（先着順）▽出
店料＝１店１０００円（車１台分の駐車
スペース込み）▽申込方法＝電話で
同センター・フリーマーケット事務
局1０４６（２５４）７１１１へ
○ジュニア・ヴァイオリンアンサン
　ブル参加者募集
▽とき＝①クリスマスコンサート：
１２月１４日（土）②練習：１０月１３日、
２７日、１１月１０日（日）、２４日（日）、
１２月７日（土）いずれも午前１０時～
正午▽ところ＝①市民文化会館②座
間・海老名市内練習場▽内容＝ヴァ
イオリン合奏と日本、アメリカ、ロ
シア児童による歌との合同演奏▽対
象＝１５歳までのヴァイオリン経験者
▽参加費＝５０００円▽申込方法＝電話
で1０４６（２５４）７６５５（宅間）へ
○新婦人の会赤ちゃんサロン体験会
▽とき＝９月２０日午前１０時３０分～１１
時３０分▽ところ＝総合福祉センター
３階研修室▽内容＝赤ちゃん体操ほ
か▽対象＝生後３カ月程度以上▽参
加費＝無料▽申込方法＝電話で1０
９０（２９１１）７７６５（小玉）へ
○看護職合同就職相談会
▽とき＝９月２７日午後１時３０分～６
時▽ところ＝横浜文化体育館▽対象
＝就職希望の看護職者、平成１５年３
月看護学校卒業見込者▽参加施設数
＝１４４施設▽参加費＝無料▽参加方
法＝当日直接会場へ▽問い合わせ先
＝社団法人神奈川県看護協会神奈川
県ナースセンター1０４５（２６３）２１０１5
０４５（２６３）２１０４
○中期労働講座
▽とき＝９月２６日、３０日、１０月３日、
８日、１１日、１８日、２３日、２５日、３０
日、１１月５日（火）午後６時３０分～
８時３０分（全１０回）▽ところ＝県相
模原商工労働センター（相模原市富
士見６－５－８県相模原合同庁舎
内）▽内容＝労働者・使用者などを
対象とした現代の労働問題に関する
講座▽受講料＝３２００円▽定員＝５０人
▽連絡先＝同センター労働課1０４２
（７５５）１１２１
○地区就業継続啓発セミナー
▽とき＝１０月１６日午後６時３０分～８
時３０分▽ところ＝県相模原合同庁舎
３階第１会議室（相模原市富士見６
－５－８）▽内容＝改正育児・介護
休業法と両立支援事業について▽定
員＝５０人▽受講料＝無料▽託児＝あ
り（９月２７日までに要予約）▽申込
方法＝電話またはファクスで県相模
原商工労働センター労働課1０４２（７
５５）１１２１5０４２（７５７）６９５５へ（ファク
スの場合は氏名、住所、電話番号、
性別、事業所または勤務先名、労・

　関する話を聞き、同センターにあ
　る望遠鏡を使って夜空を観察する
○講　師　座間天文同好会会長　渡
　邊将玄さん、同会員の皆さん
○対　象　小学５・６年生とその保
　護者（子どもだけの参加は不可）
○定　員　５組１０人程度（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　９月１７日午前１０時から
　直接・電話で同センターへ

◆文学散歩
○と　き　１０月２２日、１１月１９日いず
　れも火曜日（いずれか１日）午前
　１０時～午後３時
○ところ　御茶ノ水・小石川方面
　（営団千代田線新御茶ノ水駅に集
　合、都営三田線・都営大江戸線春
　日駅で解散）
○内　容　湯島聖堂、神田明神、文
　化学院、萩之舎跡、伝通院などを
　見学する（バスでの移動なし）
○講　師　国士舘大学教授　福田眞
　久さん
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　各日２０人（多数抽選）
○参加費　１５０円（保険料）
○持ち物　交通費、昼食代
○申込方法　希望日を選び９月２０日
　～１０月３日に同館へ

○合唱団すみれ２５周年記念演奏会
▽とき＝９月２８日午後２時開演▽と
ころ＝市民文化会館小ホール▽内容
＝ロシア民謡ほか▽入場料＝無料▽
問い合わせ先＝1０４２（７４２）４７４８（増
渕）
○初めての中国語１日体験学習
▽とき＝９月２８日（入門）午後４時
～５時２０分（初級）午後５時３０分～
▽ところ＝厚木市勤労福祉センター
（本厚木駅南口４分）▽内容＝中国
人講師による日常・旅先会話の学習
（１０月から月４回の初心者クラスあ
り）▽参加費＝無料▽申込方法＝電
話またはファクスで日中交流クラブ
15０４６（２５３）５３９７（飯田）へ
○交通安全落語公演
▽とき＝９月２１日午後３時～５時▽
ところ＝都南自動車教習所▽内容＝
三遊亭円橘さん、三遊亭楽之輔さん
ほかによる交通安全落語公演▽定員
＝５０人（先着順）▽参加費＝無料▽
共催＝座間警察署▽申込方法＝電話
で同教習所 7０１２０（８２９）１０６へ
○民謡講習会
▽とき＝９月２９日午前９時３０分～午
後３時▽ところ＝東地区文化センタ
ーホール▽内容＝座間音頭、お立酒
ほか▽定員＝５０人程度▽参加費＝５０
０円（弁当･教材代）▽申込方法＝電
話またはファクスで15０４６（２５４）１８
５９（武内）へ
○チャレンジウオーク２００２参加者募
　集
▽とき＝１０月１２日～１３日▽内容＝市
役所から清川自然の村まで約２４キロ
メートルを歩き、同村でキャンプフ
ァイアーを楽しんだ後、宿泊する（帰
りはバスを利用）▽対象＝当日宿泊
可能で健康な市内および近郊在住・
在勤者（中学生以下は保護者同伴）
▽定員＝９０人程度（先着順）▽参加
費＝一人２０００円（保険・宿泊・食事

○中間コックは使用後必ず閉める。
○電気調理器の上には物を置かない。
担当　　　　　　　消防本部予防課
　1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

○と　き　１０月１９日午前９時～午後
　７時
○ところ　図書館２階講座室
○対　象　高校生以上の市内在住・
　在勤・在学者
○定　員　２５人（先着順）
○受講料　５００円（テキスト代）
○申込方法　直接・電話・ファクス
　で担当へ
担当　　　　　　　　　　　図書館
　1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

○と　き　１０月２日～１２月４日毎週
　水曜日午前１０時～正午（全１０回）
○ところ　東地区文化センター
○内　容　耳の聞こえない方や聞こ
　えにくい方に、ＯＨＰ（文字拡大
　映写機）やノートテイク（個人筆
　記）を通じて、言葉を文字で伝え
　るボランティア育成のための講習
　会
○講　師　要約筆記「ひまわり会」
○定　員　２０人
○申込方法　直接・電話・ファクス
　で担当へ
担当　市社会福祉協議会ボランティ
　　　アセンター
　1０４６（２６６）２００２ 5０４６（２６６）２００９

◆いきいき学級
　～生きがいを持ち充実した日々を
　過ごすために～
○と　き　１０月２日、９日、１６日、
　２３日、１１月６日、２０日、１２月４日、
　１８日、平成１５年１月８日、２２日い
　ずれも水曜日
○内　容　道の成り立ち、転ばない
　ための予防、相続・遺言について
　の基礎知識、定年からのボランテ
　ィア、私のボランティア実践ほか
○講　師　元相模女子大学学長　高
　松圭吉さん、行政書士　高野由美
　子さん、ホームヘルパー　室井正
　博さん
○対　象　６０歳以上の市内在住・在
　勤者
○定　員　３０人（先着順）
○受講料　無料
○申込方法　９月２７日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ

◆ひがし子ども映画会
○と　き　９月２１日午前１１時～正午
○内　容　すずめと少女、花さき山、
　絵からとびだしたねこ
○対　象　どなたでも（幼児は保護
　者同伴）
○申込方法　当日直接同センターへ

◆親子星空観察会
　～ホシ・☆・星・夜空！～
○と　き　１０月１２日午後６時～８時
○内　容　望遠鏡の使い方や星空に

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

善意のともしび�
（敬称略）�

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

みんなの広場�

１６ミリ映写機操作技術認定講習会

要約筆記講習会

サークル会員募集�

ぶ さ い く

さ ら

い
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9.15
【座間市のお知らせ】

◆平成１４年（２００２年）９月１５日発行
◆座間市企画部市民情報課編集
　〒２２８-８５６６　神奈川県座間市緑ヶ丘１-１-１
　1０４６（２５５）１１１１（代） 5０４６（２５５）３５５０
　URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
　i モード：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/

　今年１月から８月までに、市内で発生した交通事故件数は
右表のとおりです。
昨年同時期と比較し
て１４件も増加してお
り、すでに５人の尊
い命が失われてしま
いました。

　９月２１日から３０日まで秋の全国交通安全運動が実施されま
す。市交通安全対策協議会では運動期間中「高齢者の事故防
止」「チャイルドシートとシートベルトの着用徹底」「二輪
車の交通事故防止」「飲酒運転の追放」を重点目標に各種運
動を積極的に展開し、事故防止に努めていきます。
　皆さんの家庭や職場などでも、この機会に交通ルールやマ
ナーについてもう一度話し合ってください。
担当　　　　　　　　市交通安全対策協議会（市民生活課内）

1０４６（２５２）８２１８ 5０４６（２５５）３５５０

負傷者死者件数
７７３５６４１１４年
７７８２６２７１３年
－５＋３＋１４増減

平成１４年１月１日～８月３１日（物件事故含まず）

交差点での事故にご注意を交差点での事故にご注意を！�交差点での事故にご注意を！�
　交通事故の多くは交差点内で発生しています（主な事故の
類型は左図参照）。
　これらは、前方や左右の確認不足といった不注意や、相手
の車が「来ないだろう」「止まるだろう」といった思い込み
が主な原因となっています。
　車の運転中、特に交差点では気を引き締めて、事故の無い
楽しいドライブを心掛けましょう。

車が赤信号で�
停車中に、後�
続車の前方不�
注意により追�
突される。�

①追突事故

止 ま れ�止 ま れ�

止まれ� 止まれ�

車が直進中に、�
オートバイが交�
差点左側から一�
旦停止せず進入�
し、接触する。�

止まれ�

止まれ�

②出合い頭事故

車が交差点を右�
折し、渋滞中の�
車の陰から直進�
してきたオート�
バイと接触する。�

☆対向車に道を譲られても�
　要注意！！�

③右折と直進事故

車が後方を確認�
しないで左折し、�
直進していたオ�
ートバイを巻き�
込み接触する。�

④左折による巻き込み事故

　市民体育館（ス
カイアリーナ座間）
では、来年２月９
日に「来て・見て
・感動」をテーマ
に開催する「第７
回スカイアリーナ
座間フェア」にお
いて、ダンスやエ
アロビクスなどの
演技を披露する団体を募集します。
　この機会に、皆さんのサークルや団体の日ごろの
成果を発表してみませんか。
〇と　き　平成１５年２月９日（日）午前１０時～午後
　２時（午前９時３０分会場）
〇ところ　市民体育館（スカイアリーナ座間）
〇内　容　ダンス、エアロビクス、健康体操など各
　団体ごとに７分程度の演技を発表
〇参加費　無料
〇申込方法　１０月３１日（木）までに直接または電話で
　担当へ
担当　 市民体育館1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８

　北・東地区文化センターでは、１年間の芸術・文化活動の作品や
成果などを発表するとともに、地域の方との交流を深めていただこ
うと、１１月２日（土）から４日（月）まで「地区文化祭」を開催します。
　この文化祭は、各館のサークルを中心とした実行委員会により開催されますが、この催
しをより魅力あるものとするために、広く皆さんからの出展をお待ちしています。なお、各
館の募集内容は次のとおりですので、お早めに準備をお願いします。
北地区文化センター
〇募集作品　俳句、短歌、川柳、詩、絵画、版画、彫塑、手芸、書道、写真、手工芸、生
　け花、盆栽
〇応募資格　相模が丘、相武台、小松原、広野台、緑ヶ丘に在住・在勤の１５歳以上の方、
　および同センターで活動するサークル会員の方
〇作品搬入日時　１０月１１日（金）～２０日（日）午前９時～午後５時（生け花、盆栽は出展
　受け付けのみ）
東地区文化センター
〇募集作品　俳句、短歌、川柳、詩、絵画、版画、彫塑、手芸、書道、写真、手工芸、生
　け花、盆栽
〇応募資格　立野台、栗原、栗原中央、西栗原、南栗原、東原、さがみ野、ひばりが丘に
　在住・在勤の１５歳以上の方、および同センターで活動するサークル会員の方
〇作品搬入日時　１０月１９日（土）～２０日（日）午前１０時～午後３時（生け花、盆栽は出展
　受け付けのみ）
担当　　　　　　　　　　　　　　 北地区文化センター1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２
　　　　　　　　　　　　　　　　 東地区文化センター1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

出展作品募集�出展作品募集�地区文化祭�地区文化祭� 出場団体募集�出場団体募集�
第７回�

スカイアリーナ�
座間フェア�

第７回�
スカイアリーナ�
座間フェア�

 野原 　翔太    ちゃん

の は ら  しょうた

Ｈ１３．１１．２１生まれ　男
栗原中央４丁目

 山ノ内 　愛乃    ちゃん

やまのうち  ま や の

Ｈ１３．１２．２０生まれ　女
相武台１丁目

 平山 　翔也    ちゃん

ひらやま しょうや

Ｈ１３．９．７生まれ　男
入谷４丁目

 海野 　ゆずちゃん
う ん の

Ｈ１３．８．２４生まれ　女
立野台２丁目

 高橋 　竜生    ちゃん

たかはし りゅうせい

Ｈ１３．１１．１６生まれ　男
相模が丘５丁目

 藤田 　愛夢    ちゃん

ふ じ た  め ぐ む

Ｈ１３．１０．２生まれ　女
相模が丘１丁目

 浦口 　梨奈    ちゃん

うらぐち り な

Ｈ１３．１０．６生まれ　女
相模が丘２丁目

 間宮  星乃香     ちゃん

ま み や  ほ の か

Ｈ１３．１２．１０生まれ　女
さがみ野２丁目

赤
ち
ゃ
ん�

9月21日～30日�

安全は心と時間のゆとりから�
安 全 の 模 範 示 そ う 孫 の た め �

秋の全国交通安全運動�秋の全国交通安全運動�秋の全国交通安全運動�

市内の交通事故発生件数�
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